
 
 

 

相模原市防災アセスメント調査の結果概要について 

 

本市の防災対策の基礎となるものとして、前回（平成２６年度実施）の防災アセスメント調査を基に、

国における最新の知見等を踏まえ、本市の地震被害想定などの見直しを行いましたので、その概要を公

表します。 

 

≪地震被害想定の概要≫ 

〇 想定地震は、発生の時期が切迫しているとされる南関東地域の地殻内の浅い場所で起こりうるマ

グニチュード７クラスの地震として、本市の直下で発生する地震を設定したもの（東部直下地震及

び西部直下地震）と、マグニチュード８クラスの海溝型地震（大正関東タイプ地震）としました。 

それぞれの地震について、夏１２時、冬１８時及び冬深夜２時にそれぞれ発災したものとして、

その被害を推計しました。最大被害は、以下のとおりです。 

想定地震 (前回調査) 今回調査 

相模原市 

東部直下地震 

相模原市 

東部直下地震 

相模原市 

西部直下地震 

大正関東 

タイプ地震 

設

定 

マグニチュード Ｍ７．１ Ｍ７．１ Ｍ７．１ Ｍ８クラス 

震 源 
本市の東部地域 

直下 

本市の東部地域 

直下 

本市の西部地域 

直下 
相模トラフ 

結 

 

果 

震 度 ６強～５強 ６強～５強 ６強～６弱 ６強～５弱 

建物全壊及び 

大規模半壊 
８,１１２棟 ６,８８５棟 ３,４８３棟 １,５６４棟 

焼 失  １,３６６棟 １,７９３棟 ４１４棟 ０棟 

半 壊  ２５,１３７棟 ２１,３２９棟 １４,６３８棟 ８,８７６棟 

死 者  ４９８人 ４２２人 ２０２人 ７９人 

閉じ込め者  ２,９３５人 ２,６５２人 １,３０４人 ７９８人 

重傷者  ５９９人 ５９１人 ３３１人 １７０人 

軽傷者  ３,８２３人 ３,５６７人 ２,４２３人 １,４７８人 

災害関連死者 ※１ ―   ４３４人 ２４４人 １６８人 

避難所への避難者 ※２ ６０,７５７人 ５４,２１９人 ３０,５５７人 ２０,９４９人 

 
うち、住家被害により 

避難する人数 
２０,０２０人 １８,４４９人 ９,０８９人 ５,５８０人 

 
うち、住家被害はないが 

断水により避難する人数 
４０,７３７人 ３５,７７０人 ２１,４６９人 １５,３６９人 

※１ 今回、新たに災害関連死の調査を行った。 

※２ 避難所への避難者は、ピークとなる「発災から１週間後」の想定 

（表中の数値は概数で示されているため、集計が一致しないことある。） 
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≪帰宅困難者≫ 
〇 大規模災害発生時で自動車や鉄道などの移動手段が使えない場合に帰宅が困難な人の推計は、以

下のとおりです。 

市全体 
市内の駅（抜粋）※ 駅を中心とする半径１ｋｍ圏内 

橋本駅 相模原駅 相模大野駅 
１６,２４０人 ２,１７２人 ５３９人 １,２０１人 

 
≪調査結果と今後の対応等≫ 

〇 前回の防災アセスメント調査と比較して、旧年代の建築物が減少したことから、建物被害の予測

結果が減少しました。それに伴い、死者・重傷者・住家被害による避難所への避難者の予測結果も

減少しました。また、上水道の耐震化の進展により断水による避難所への避難者が減少しました。 
なお、建築物の増加により焼失件数は増加しました。 

   
〇 今回の調査結果に基づき、地域防災計画をはじめとした各種防災関連計画の見直しを進めてまい

ります。 
 
≪相模原市東部直下地震の震度予測図≫ 

 

問い合わせ先 

危機管理統括部 

電話 042-769-8208（直通） 


